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北海道大学観光学高等研究センター
山村高淑

機関リポジトリ整備の
理念構築に向けた試論

「知識へのアクセス」
に関する国際的議論を、
図書館・研究者は
どう捉えるべきか？
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ontents of the PresentationC
1．なぜ機関リポジトリが必要なのか？

～「アクセス」というキーワードから考える～

2．リポジトリ整備のための三つの理念（私案）

3．研究者に対しメリットを明示することの必要性

4．研究者の意識改革とリポジトリの位置付け

5．事例報告
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「なぜ図書館がリポジトリを整備する
必要があるのかわかりません。私は
自分の研究室でホームページを作っ
ていて、実験成果等は全てそこで公
表しています。だから機関リポジトリ
の必要性など感じたことがありませ
ん。」

DRF5で会場から発言したある教員の言葉。
（2009.11.11）
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4

ヘリテージツーリズム・文化資源マネジメント
↓

文化資源の保護・管理と活用（公開）のあり方に
ついて研究する分野

■保護し活用するのは、当該文化資源（CR,
Heritage）の 価値（Value, Significance）へ
のアクセス性（Accessibility）を高めるため。

■ツーリズムはそうした価値へアクセスする
ための重要な「 vehicle 」（手段）である。



ぜ機関リポジトリが重要なのか？
～「アクセス」というキーワードから考える～な

1.1. 「世界人権宣言」（国連：1948）
1.2. 「人間開発報告書」（UNDP：1990～）
1.3. 「高等教育世界宣言」（UNESCO：1998）
1.4. 「みんなのための情報計画」（UNESCO：2000～）
1.5. 「国際文化観光憲章」（ICOMOS：1999）
1.6. 「世界の記憶」（UNESCO：1992～）
1.7. 「デジタル遺産保護憲章」（UNESCO：2003）
1.8. 「文化多様性条約」（UNESCO：2005）
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ポジトリ整備のための三つの理念（私案）リ
(1)リポジトリの整備は情報社会におけ

る人間開発に貢献することを第一目
的とする。

(2)リポジトリは情報格差是正のために
整備されなければならない。

(3)リポジトリは知的財産の保護
のために機能しなければならない。
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究者に対しメリットを明示することの
必要性研

3.1. 著作の検索率・引用率の向上
3.2. E-Heritageとしての保存
3.3. 知的創造物の信頼性の担保
3.4. 研究プライオリティの確保
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究者の意識改革の必要性と
リポジトリの位置付け研

4.1. 研究成果は誰のものか
【狭】【中】【広】

4.2. リポジトリの位置付けと留意点
①アーカイヴ保存場所
②ポータルサイト

4.3. 成果の還元先
(1) 国民
(2) 地域社会
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USCAP を用いて地域との
共同研究成果へのアクセス性を高めるH

5.1. 三つのプラットフォームの役割分担
5.2. 相互リンクの構築
5.3. 最終成果物としての叢書刊行
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三つのプラットフォームの役割分担5.1.
① 北海道大学機関リポジトリ「HUSCAP」

→「最終成果物」を公開

② 鷲宮町商工会との共同研究成果公開
ホームページ「Washipedia」
→「プロセス（途中経過）」を公開

③ 独自のWebジャーナル「WoTaCS」
→既存の枠組みに当てはまらない

「論考を発表・公開し議論」する場
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11HUSCAP： http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/index.jsp



12Washipedia： http://www.cats.hokudai.ac.jp/~deko/washipedia.html



13WoTaCS： http://www.wotacs.com/
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 論考が報告論文集の各章に発展
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相互リンクの構築

・「HUSCAP」＝「Washipedia」＝「WoTaCS」
→役割分担と相互連動
→研究開始から最終成果物の発表まで、でき

る限りの情報の公開を図る
・その結果、チームメンバーや地域の関係者から、
常時フィードバックが得られるように

・外部からの問い合わせ
→当該するプロセスのURLを提示
→適切な説明が可能に
（地域の側からその有用性を認めて頂く）
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5.2.



HUSCAPにおける2009年度高頻度利用アイテムのランキング（2009年11月6日現在）



HUSCAPにおける2009年度高頻度利用アイテムのランキング（2009年1月～12月）



最終成果物としての叢書刊行

・共同研究の最終報告書
→HUSCAPにアップ
→叢書として紙媒体で印刷刊行
→図書館の開架閲覧用に登録
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5.3.



CATS叢書第1号表紙



山村高淑
YAMAMURA Takayoshi
deko@sd6.so-net.ne.jp
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